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ト
か
ら
約
３
年
半
が
過
ぎ
、
ス
イ
ス
で
は

様
々
な
分
野
に
お
い
て
男
女
格
差
の
改
善

が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
女
性
の

政
治
参
画
を
中
心
に
男
女
共
同
参
画
の
現

状
を
報
告
し
ま
す
。

大
幅
に
増
加
し
た
女
性
議
員

　

ス
イ
ス
は
女
性
参
政
権
の
導
入
が
最
も

遅
か
っ
た
国
の
１
つ
で
す
。
1
9
7
1
年

の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
女
性
参

政
権
が
認
め
ら
れ
、
同
年
の
選
挙
で
初
め

て
11
人
の
女
性
が
国
民
議
会
（
下
院
）
の

議
員
に
当
選
し（
全
体
の
5
・
5
％
）、
42

議
席
あ
る
全
州
議
会（
上
院
）
の
議
員

に
女
性
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
時
代
の
流
れ
や
国
際
的
な
動
向
に

影
響
を
受
け
、
女
性
議
員
の
数
は
徐
々

に
増
加
し
て
き
ま
し
が
、40
年
以
上
た
っ

た
2
0
1
6
年
の
総
選
挙
の
結
果
に
お

い
て
も
、
女
性
議
員
の
比
率
は
上
院
で

16
％
、
下
院
で
32
％
と
低
迷
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
世
界
で
は

#
M
e
T
o
o
運
動
や
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
元
米
大
統
領
の
女
性
蔑
視
的
な
言

動
に
対
す
る
抗
議
運
動
な
ど
が
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

2
0
1
9
年
９
月
の
総
選
挙
３
カ
月
前
に

政
労
使
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
・
業
種
か
ら
女

性
が
集
り
、
1
0
0
年
間
の
ス
イ
ス
労
働

運
動
の
な
か
で
最
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
が

行
わ
れ
た
の
で
す
。
ス
ト
の
効
果
は
絶
大

で
、
同
選
挙
の
結
果
、
女
性
議
員
比
率
は
上

院
で
26
％
、
下
院
で
42
％
と
上
下
両
院
に
当

選
し
た
女
性
の
数
が
過
去
最
高
に
達
し
、

内
閣
い
た
っ
て
は
43
％
と
大
幅
に
飛
躍
を

遂
げ
「
女
性
選
挙
」
と
し
て
ス
イ
ス
の
歴
史

に
名
を
刻
み
ま
し
た
。
こ
の
女
性
ス
ト
の

勝
利
は
地
方
議
会
に
も
良
い
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
４
月
18
日
に
行

わ
れ
た
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
州
議
会
選
挙
で
は
、

女
性
58
人
、
男
性
42
人
が
当
選
し
、
女
性

議
員
の
割
合
が
ス
イ
ス
史
上
初
め
て
過
半

ス
イ
ス
で
改
善
が
進
む
男
女
格
差

〜
2
0
1
9
年
女
性
ス
ト
の
効
果
と
そ
の
後
の
状
況
〜

　

本
誌
2
0
1
9
年
秋
号（
No.
3
1
8
）の

「
ス
イ
ス
で
大
規
模
な
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
〜

埋
ま
ら
な
い
男
女
格
差
へ
の
不
満
と
ス
ト

の
効
果
〜
」
に
て
、ス
イ
ス
に
お
け
る
女
性

の
社
会
参
画
や
男
女
間
格
差
の
問
題
、
28

年
振
り
50
万
人
規
模
で
行
わ
れ
た
女
性

ス
ト
の
背
景
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ス
イ
ス
連
邦
内
閣
は
2
0
2
1
年
４
月
、

男
女
同
一
賃
金
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
改
善
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
な

ど
を
目
指
す
初
の
国
家
戦
略
「
男
女
共
同

参
画
戦
略
2
0
3
0
」
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
同
戦
略
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
真

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す
も
の
で
、

職
場
で
の
男
女
平
等
、
暴
力
防
止
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
改
善
、
反
差
別
の

４
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
政
府
は

2
0
2
3
年
ま
で
に
具
体
的
な
措
置
を
取

る
予
定
で
、
家
族
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧

困
撲
滅
も
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
同
ス

数
を
上
回
り
ま
し
た
。

世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
・

レ
ポ
ー
ト
で
は
ト
ッ
プ
10
入
り

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
W
E
F
）
の

「
世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
・
レ
ポ
ー
ト

女性ストライキの様子
資料：https://www.unia.ch/fr/actualites/evenements/detail/a/19699 より
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2
0
2
1
」
に
よ
る
と
、ス
イ
ス
は
最
も
男

女
格
差
の
少
な
い
国
上
位
10
位
（
2
0
2

2
年
は
13
位
）と
な
り
、女
性
ス
ト
前
の
20

位（
2
0
1
8
年
）か
ら
飛
躍
を
遂
げ
て
い

ま
す
。
2
0
2
1
年
は
、
ス
イ
ス
で
女
性

の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
50
周
年
と
な
り
、

ス
イ
ス
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善

に
貢
献
し
た
５
つ
の
重
要
な
進
展
と
し
て
、

在
日
ス
イ
ス
大
使
館
は
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

の
順
位
は
1
4
6
カ
国
中
1
1
6
位
と

さ
ら
に
悪
化
し
、
先
進
国
の
中
で
最
低
レ

ベ
ル
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
韓
国
や
中
国
、

A
S
E
A
N
諸
国
よ
り
低
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
深
刻
な
の
が
政
治
で
、日

本
は
1
3
9
位
で
し
た
。
国
会
議
員（
衆

院
議
員
）の
女
性
割
合
、
大
臣
の
女
性
割
合

が
い
ず
れ
も
低
く
、
過
去
に
女
性
首
相
が

誕
生
し
て
い
な
い
こ
と
も
低
評
価
に
つ
な

が
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
本
に
求

め
ら
れ
る
の
は
労
働
運
動
こ
そ
先
頭
に
立

ち
、
女
性
の
声
を
し
っ
か
り
と
政
治
に
届

け
、実
現
さ
せ
る
行
動
力
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

り
、
父
親
は
、
子
ど
も
の
誕
生
か
ら
６
カ

月
以
内
に
２
週
間
の
有
給
休
暇
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
女
性
の
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加

　

連
邦
レ
ベ
ル
で
女
性
の
参
政
権
が
認

め
ら
れ
て
20
周
年
を
迎
え
た
1
9
9
1

年
６
月
14
日
、
50
万
人
の
女
性
が
、
初

め
て
の
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
約
30
年
が
経
っ
た

昨
年
、「
よ
り
良
い
賃
金
・
平
等
・
尊
重
」

を
求
め
て
、
さ
ら
に
多
く
の
女
性
（
お

よ
び
男
性
）が
再
び
街
頭
に
出
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
い
ま
し
た
。

労働組合による女性権利向上キャンペーンポスター
UNIA ホームページより https://www.unia.ch/fr/campagnes

１
政
治
に
お
い
て
女
性
が
占
め
る
割
合

　

ス
イ
ス
で
は
、
政
治
が
行
わ
れ
る
場

で
よ
り
多
く
の
女
性
が
権
限
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
国
内
の
男

女
格
差
を
埋
め
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。
列
国
議
会
同
盟
に
よ
る

と
、
国
民
議
会
で
女
性
が
占
め
る
割
合
が

42
％
の
ス
イ
ス
は
現
在
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
上
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
組
織
の
上
層
部
に
お
い
て

女
性
が
占
め
る
割
合

2
0
1
9
年
６
月
、
連
邦
議
会
は
、
上

場
大
企
業
の
上
層
部
に
お
け
る
女
性
の

割
合
を
増
や
す
た
め
の
政
府
案
を
承
認

し
、
そ
れ
は
、
約
2
5
0
の
企
業
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

新
し
い
規
則
は
、
企
業
が
今
後
５
年
間

で
取
締
役
会
の
構
成
員
の
少
な
く
と
も

30
％
、
今
後
10
年
間
で
執
行
委
員
会
の

20
％
を
そ
れ
ぞ
れ
女
性
に
割
り
当
て
る

と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
ま

す
。

３
教
育

　

世
界
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
教
育
に

お
け
る
男
女
平
等
に
関
し
て
ス
イ
ス
で

は
目
覚
ま
し
い
進
展
が
見
ら
れ
、
現
在

で
は
、
男
性
よ
り
も
多
く
の
若
い
女
性

が
よ
り
高
度
の
職
業
訓
練
ま
た
は
教
育

課
程
を
修
了
し
て
い
ま
す
。

４
男
性
の
育
児
休
暇  

　

男
性
も
ま
た
、
男
女
平
等
を
達
成
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
ス
イ
ス
国
民
投
票
に
よ

　

ス
イ
ス
に
お
け
る
目
に
見
え
る
形
で
の

男
女
格
差
の
改
善
は
、
2
0
3
0
年
ま
で

に
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す
と
す

る
初
の
国
家
戦
略
「
男
女
共
同
参
画
戦
略

2
0
3
0
」
が
着
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る

証
左
だ
と
言
え
ま
す
。

女
性
参
画
が
進
ま
な
い
日
本
に

求
め
ら
れ
る
も
の

　

本
誌
（
No.
3
1
8
）
で
も
報
告
し
ま
し
た

が
、
2
0
1
9
年
W
E
F
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
・
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
日
本
の
男
女

平
等
度
は
、
世
界
1
4
9
カ
国
の
う
ち
1

1
0
位
、
経
済
・
政
治
分
野
に
限
っ
て
み

る
と
、
世
界
最
低
レ
ベ
ル
で
し
た
。
最
新

の
2
0
2
2
年
版
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
日
本

（
在
日
ス
イ
ス
大
使
館
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
よ
り
）

松
﨑
　
寛  

ま
つ
ざ
き
・
か
ん

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成

な
ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）
に
赴
任
。

造
船
・
船
舶
解
撤
／
I
C
T

・

電
機
・
電
子
部

門
担
当
部
長
を
経
て
、
２
０
２
１
年
９
月
か
ら

書
記
次
長
。


